


ご
卒
業 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
星
槎
大
学
で
意
欲
的
に
知
識
を
深
め
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
を

重
ね
ら
れ
た
皆
様
の
未
来
が
光
輝
く
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
こ
れ

か
ら
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

卒
業
生
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
者
各
位
の
ご
健
勝
と
、
併
せ
て
星

槎
大
学
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

令
和
八
年
三
月
二
十
一
日 

 

福
島
県
相
馬
市
長 

 

阿
部 

勝
弘 



祝

辞

 
 

卒
業
生
の
み
な
さ
ん 

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

み
な
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
得
た
知
識
・
教
養
を
十
分
に
生
か
し
、

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

令
和
八
年
三
月
吉
日 

星
美
学
園
短
期
大
学 

学
長 

阿
部

健
一 





祝 

詞 

 
 

 

令
和
五
年
度
学
位
記
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
ご
卒
業
さ
れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

学
位
取
得
ま
で
に
は
、
様
々
な
困
難
や
苦
労
が 

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
努
力
を
重
ね
、

研
究
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
さ
れ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
末
長
い
ご
多
幸
と
、
益
々
の
ご
活
躍
を 

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
六
日 

 

学
校
法
人 

国
際
学
園 

星
槎
大
学 

令
和
五
年
度 

卒
業
生
の
皆
様 

 

 

大
磯
町
長 

 

池
田 

東
一
郎 

 









 

 

  

卒業生のみなさん、本日は誠におめでとうございます。 

みなさんの新しい門出を心からお祝いいたしますとともに、 

これまでに培われた豊かな知識と創造力をもって、輝かしい 

未来に向かい、大きく飛躍されることをお祈りいたします。 

 

令和８年３月 2１日 

新潟産業大学 学長 梅比良眞史 



お祝いの言葉  
 

 本日ここに、学校法人国際学園星槎大学の学位記授与式が挙行される

にあたり、星槎大学発祥の地である北海道芦別市より市議会を代表しま

して一言、お祝いの言葉を申し上げます。 

 本日、晴れて学位を授与されました皆様、誠におめでとうございます。

心からお慶び申し上げます。 

 星槎大学におかれましては、「人を認める」「人を排除しない」「仲間を

作る」という約束の基に「人と人、そして人と自然が共生する社会の創造

に貢献する」を教育理念に掲げ、「誰でも、いつでも、どこでも学べる大

学」として、学びたいと思ったときに学べる、学びやすさを重視した学習

の場を提供され、常に発展的な学校運営に力を注いでおられますことに

対しまして、深く敬意を表する次第であります。 

 さて、皆さんは、星槎大学において様々な問題を前向きに解決しよう

とする課題探求能力を習得され、知識と教養をもってこれからそれぞれ

の道へ第一歩を踏み出されるわけであります。 

 日々、デジタル技術が進化する中、生成ＡＩの進化スピードは特に速

いものがあり、今後、私たちの生活において効率的に物事を進めるため

に多くの人が生成ＡＩを利用することと思っております。 

 しかしながら、使い方によっては結果が異なることから、生成ＡＩを

どう使いこなすかが重要になります。デジタル技術が進化しましても自

らの頭で考え、解決への道を切り開いていく教養の力が今後とも必要と

思っております。 

 皆さんが、星槎大学で学ばれ、身に付けられた教養は、財産であり、今

後の人生において必ず役に立つと思っておりますので、星槎大学の卒業

生としての誇りをもって、ご活躍されますことをご期待申し上げます。 

 結びに、星槎グループ宮澤会長をはじめ、西村学長・教職員の皆様さら

には関係各位のご労苦に対しまして、深く敬意と感謝の意を表しますと

ともに、星槎グループ並びに星槎大学が今後ますます発展されますこと

をご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。 

 

  令和８年３月２１日  

 

芦別市議会議長  大  鎌  光  純   









お祝い 

 

学校法人 国際学園 星槎大学  

 学長 西村 哲雄 様 

 

星槎大学学位記授与式の挙行おめでとうございます。 

栄ある貴大学のご発展を心よりお慶び申し上げます。 

卒業生皆様の門出を全国の大学通信教育にかかわる教職員と学生と

ともにお祝い申し上げます。 

 

 

公益財団法人 私立大学通信教育協会 

 会 長 小原 芳明 

 理事長 高橋 陽一 





本日、学位記授与式を迎えられた卒業生の皆様、大学院修了生

の皆様、誠におめでとうございます。 

箱根町を代表して、お祝い申し上げます。 

また、ご家族の皆様、関係者の皆様にも心よりお慶びを申し上

げます。 

本日のこの輝かしい日を迎えるまでの道のりは、簡単なもの

ではなかったと思います。皆様のこれまでの努力に心から敬意

を表します。 

皆様におかれましては、これからが本当のスタートです。変化

著しい社会において、皆様が手に入れた知識と経験を活かし、成

長し続けてほしいと思います。困難に直面した時には挫けず、自

らの信念を貫き、目標に向かって進んでください。 

皆様のこれからの道が輝かしいものとなることを心より願っ

ております。 

結びに、星槎大学のご発展と、卒業生の皆様、大学院修了生の

皆様並びに関係者の皆様のご健勝とご活躍を心よりお祈り申し

上げます。 

 

令和８年３月２１日 

 

箱根町長 勝俣 浩行 





 

 

どんな歴史より大事なのは、あなた自身の歴史です。 

どんな風に生まれ、ここまで育ち、歩いてきたのか、あなたの親たちは 

何を求めてきたのかも含めて、すべての経験があなたの生きる力に 

なっているはずです。 

どんな時も、「そっと命の側に立つ」。 

それが82年生きた私の生き方です。 

第二次世界大戦の混乱と戦後を生き抜いてこられたことに、大きな感謝を
込めて、これからの人生、ありったけの力で、人々の生きる希望を 

支えていきたいと願っています。 

戦争の終わりの見えない不安な時代だからこそ、大事に生きたいです。 

こんな時も、戦禍の中で、国を超えて人々を救おうとしているNGOや 

国際ボランティアの活動が続いていることを覚えておいて下さい。 

あなたの生きる目標をどこに置くのか、それがとても大事です。 

星槎を旅立つ皆さん、、今の時代を丁寧に見つめ、生きる喜びを大切に、
素敵に生きて下さい。 
 
 

 
加藤登紀子 

 

 






